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１．震災直後の復旧支援

「救援物資ホットライン便」の立ち上げ（2011年３月）

「企業人ボランティアプログラム」（2011年４月～８月）
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経団連１％（ワンパーセント）クラブ
にて「災害ボランティア活動支援プロ
ジェクト会議」と連携し、「企業人ボ
ランティアプログラム」を実施。49
社・グループから延べ642名が被災地
で活動。

被災県から要請のあった救援物資について経団連会員企業・団体
より寄附を募り、食料品、生活用品等を被災地に運搬、支援。

家屋の清掃をするボランティア



２．シンポジウムの開催

「東日本大震災からの早期復興を願って－共助のあり方を考える」

（2012年３月）
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家屋の清掃をするボランティア

社会貢献推進委員会と１％クラ

ブにて開催し、約２００名が参

加。「東日本大震災における経

済界の被災者・被災地支援活動

に関する報告書－経済界による

共助の取り組み－」を紹介する

とともに、被災自治体をはじめ

とする関係者と復興に向けた課

題や経済界の役割等について意

見交換を実施。

パネルディスカッションの模様
左から岩手県の上野副知事、東北漁業
再開支援基金・希望の烽火の岡本代表
理事、ふんばろう東日本支援プロジェ
クトの西條代表
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３．被災地視察①

日 時：2015年７月９日（木）

場 所：JA郡山市

参加者：榊原定征 経団連会長（当時）ほか

片平倉庫・南東北ＢＮＣＴ（ホウ素中性子補足
療法）研究センターを視察

東北経済連合会との懇談会で
「新しい東北の創生に向けた
共同声明」取りまとめ



３．被災地視察②

日 時：2016年９月８日（木）

場 所：東京電力福島第一原子力発電所ほか

参加者：榊原定征 経団連会長（当時）ほか

福島第一原子力発電所構内の食堂を視察

 2015年９月に避難指示が解除され

た楢葉町の現状ならびに避難指示解

除凖備区域、居住制限区域、帰還困

難区域の実状を視察。

 東京電力福島第一原子力発電所では、

廃炉に向けた取り組みや汚染水の流

出防止策等、構内の現状について説

明を聞く。
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３．被災地視察③
日 時：2019年６月３日（月）～４日（火）

場 所：宮城県沿岸部

参加者：古賀信行 震災復興特別委員会 委員長

（野村ホールディングス会長 ※当時）ほか
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石巻うまいものマルシェを視察

女川町の復興へのまち
づくりについて意見交換

震災の遺構である
「高野会館」を視察



４．東北復興応援マルシェの開催

日 時：2019年10月８日（月）～９日（火）

場 所：霞が関ビルディング

主 催：三井不動産 共 催：経団連

マルシェの開催は東北
の事業者にとって励み

マルシェで東北の魅力
を再発見し、実際に訪
れてほしい

PRセレモニーの模様
上：盛岡さんさ踊り、
下：「キビタン」による福島県のPR
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田中復興大臣

古賀
審議員会議長



３．会合での復興支援メニューの提供

会合での復興支援メニュー（例）
立食パーティーでの
復興支援コーナーの設置

経団連主催会合等で、東北を中心に被災地の食材を用いた

料理を提供
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